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いよいよ１年の締めくくりの時期を迎えました。３月１９日には、３４名の６年生に卒業証書を手渡し

ます。最高学年の６年生は、学校生活のあらゆる場面でリーダーとなり、「学校の顔」として期待に応え

る活躍をしてくれました。また、４月に入学した１年生も学校生活に慣れ、あどけなさの中にも自信溢れ

る言動が数多く見られるようになりました。２年生から５年生も、学年の発達にふさわしい成長ぶりです。

それぞれの教室に掲示されている学習活動の記録や学習ファイル等を４月から読み返してみると、子ども

たちの頑張った場面が鮮やかによみがえり、成長が実感できます。

３月は、卒業や進級を前に「やれたこと」「できるようになったこと」を振り返り、努力や成長を確認

したいものです。大切なことは、様々な視点から、お子さんの成長を確認し、具体的な言葉で伝えてあげ

ることです。学校だけでなく、親や地域の大人から、自らの成長の事実を伝えられた子どもの心の中は、

計り知れない喜びと充実感に包まれます。子どもは、認められ、たくましく成長していきます。

３月 16日(金) 卒業式準備

19日(月) 卒業式

23日(金) 修了式

28日(水) PTA会計監査

30日(金) 離任式

４月 ９日(月) １学期始業式

11日(水) 入学式

24日(火) 授業参観・PTA総会・学年部会
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今市警察署スクールサポーターの君島さんと藤

原交番の伊藤所長さんに来ていただき、不審者に

対する避難訓練を実施しました。避難した後は、体

育館で、不審者から逃れる方法等について教えて

頂きました。子どもたちは真剣な態度で学習してい

ました。ご家庭でも、「不審者から命を守るために」

をご確認ください。また、防犯ブザーの定期的な

点検もお願いします。

「「「「不審者不審者不審者不審者からからからから命命命命をををを守守守守るためにるためにるためにるために」」」」避難訓練避難訓練避難訓練避難訓練

２２日の授業参観・家庭教育学級・学年懇談等、

お世話になりました。家庭教育学級には、１９名の

保護者の皆さんが参加し、講師の湯澤美佐江先生

の明るくユーモアのあるリードで、「思春期の子ど

もの気持ち」について、なごやかに話し合うことが

できました。

個人差はありますが、思春期は小学校高学年こ

ろから始まり、３年３ヶ月くらい続くそうです。この

時期の子どもは、自身の感情を持て余してコントロ

ール困難な状態になることが多く、気持ちとは裏腹

な暴言を吐くことがあるそうです。子どもの特徴を

理解しつつ、子どもにうるさがられても、めげずに

関わっていけば、いつか親の気持ちが子どもに伝

わると信じてがんばりましょう。

家 庭 教 育 学 級家 庭 教 育 学 級家 庭 教 育 学 級家 庭 教 育 学 級 か らか らか らか ら

〈不審者から命を守るために〉

①知らない人には近づかない。（６ｍ以上離れる）

②やさしい声をかけられてもついて行かない。

③登下校時や外で遊ぶ時など一人にならない。

④捕まれてしまったら、大声を出す。暴れる。

⑤不審者の特徴を覚えておいて警察に連絡する。



根室の青少年スポーツセンターで、２日間に分け

てスケート教室を実施しました。校舎裏のスケート

リンクで練習してきた成果を生かして、広いリンク

でのびのびと滑ることができました。

スケートスケートスケートスケート教室教室教室教室をををを実施実施実施実施しましたしましたしましたしました

学校関係者評価委員会とは、「日光市立小中学

校における学校評価実施要綱」の規定に基づき、

学校の教育活動の評価や学校と保護者・地域社会

の連携促進等に対して、ご意見をうかがい、協力

を得て特色ある教育活動を行うために設ける組織

です。本年度の評価委員は、以下の７名の皆さん

にお願いしました。

柴田勇一様、伊藤日年様、丸山智子様、

鈴木和江様（以上学校評議員）

速水茂希様（学校評議員・PTA会長）

山越正朗様、竹内友絵様（以上 PTA 副会長）

〈話題になったことやご意見〉

・携帯電話の危険から子どもを守る取り組みや、

情報モラルの育成に一層取り組んで欲しい。

・学校外でもあいさつができるよう、保護者と協力

してすすめてはどうか。

・美術展等で活躍している児童もいるので、学校

外での活躍の様子も情報発信してはどうか。

・温泉駅からの下校の時に、まとまって歩けない

ことがあるので指導して欲しい。

・自動車で送ってもらう子が増えて、登校班での安

全な登下校ができなくなり心配である。

・「早寝、早起き、朝ごはん」運動を一層推進して

いくべきである。

学校外での子どもの様子や、地域の皆さんの思

いを知ることができました。

学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 報 告学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 報 告学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 報 告学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 報 告

新藤原駅近くの踏切では、交通指導員の平石敏

（さとし）さんが、毎朝交通指導をしてくださって

います。また、鬼怒川温泉駅前では、なごみ会の

皆さんとつつじ銀の会の皆さんがスクールガードと

して、下校時に駅から毎日子どもたちと一緒に歩い

てくださっています。

そこで、登下校の安全確保のためにお世話にな

っている皆さんに、感謝のお手紙とプレゼントを贈

って感謝の気持ちをお伝えしました。

子どもたちには、交通指導員さんやスクールガ

ードの皆さんの注意を守って安全に登下校したり、

「おはようございます」「ただいま」などのあいさ

つが元気にできるように、声をかけていきたいと思

います。

地 域 安 全 活 動 感 謝地 域 安 全 活 動 感 謝地 域 安 全 活 動 感 謝地 域 安 全 活 動 感 謝 のののの 会会会会

５年生が考えて準備した１０のゲーム（チャレンジ

ランキング）を、縦割り班ごとに移動しながら仲良

く楽しみました。その後、各学年代表児童が６年生

へ、お礼と感謝の言葉をのべ、縦割り班の６年生

に心をこめて作った色紙を渡しました。６年生から

は、お礼として下級生に手作りのぞうきんのプレゼ

ントがありました。また、６年生全員で GreeeeN の

「キセキ」を歌ってくれました。

３月２日、外はみぞれの寒い日でしたが、６年生

と一緒に心温まる思い出づくりができました。また、

立派な６年生の後を引き継いで頑張ろうとする５年

生の決意が伝わってきました。
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